フクシマの怒り、反原発20万人決起とつながり
　　　　　　　　　オスプレイ配備を絶対に阻止しよう！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　小松市立高校分会 　二羽  奈保美
　9月9日に「オスプレイ配備に反対する沖縄県民大会」に日教組北陸ブロックを代表として参加してきました。人ごみは苦手で炎天下も苦手、そんな私を駆り立てたのは、沖縄の地に立ってみたいという強い思いがあったからです。そして、フクシマの原発による被害で苦しんでいる人たちに思いを馳せ、原発廃炉に向けて20万人もの人たちが国会前に結集しているその行動に感化されました。私も、「オスプレイ配備阻止」をめざして、沖縄の県民の息吹を肌で感じたいと思いました。
学校では、担任している生徒がフクシマの原発の実状のDVDを見て、「何にでも裏と表があるわけで、遠目に見ているだけじゃ見えないことが多いわけで、知らない方が幸せだと思えることも多いわけで、…中略…そんな社会を見て見ぬふりをしながら生きる大人になるか、そんな社会を変えようと闘う大人になるか、これから僕たち考えなくてはいけない。」という感想をもらいました。私自身もいつも揺れています。「見て見ぬふりをしながら生きるのか、社会を変えようと闘うのか」と。しかし、未来を担う生徒のためにも、私がしっかり真実を見極めていき、行動していかなくてはいけないと思いました。
　９日当日、初めての沖縄の地ということで、右も左もわからない中で、那覇市から宜野湾市へと移動しました。今回の集会のシンボルカラーとして、「赤いものを身に付けて行こう！」ということだったので、路線バスの中も赤いTシャツや鉢巻き、プラカードをたくさん見ることができ、連帯感を感じました。宜野湾市の海浜公園に近づくにつれて、窓からの景色は集会に向かって歩く家族が見られました。青い空のもと、いろいろな単組の旗が立ち並ぶ中、抗議を表わす“赤”(レッドカード)を持ち、ぞくぞくと、老若男女が結集してきました。これだけ多くの県民の方たちが結集するということは、普段の生活で、危険な普天間基地を抱えて、怒り、苦しんでいるということの表れであると感じました。
　参加人数は、復帰後に開かれた米軍基地関係の県民大会としては過去最多の10万人で「非常にインパクトを持つ歴史的な大会」となりました。特に2004年に沖縄国際大学の校舎にヘリコプターが直撃・炎上した事故について、身をもって感じている大学生の主張「沖縄の青い空は私たちの県民のもの。もうこれ以上軍用機を飛ばすことを許しません」というが心に響きました。その日の琉球新報や沖縄タイムズの号外を読み、野田政権が欠陥の多いオスプレイ配備をおしすすめている、その背景には、「オスプレイ配備」は新たな軍事戦略の計画の要となり、戦争できる国づくりも完成に近づいているものであるということが浮き彫りになりました。沖縄は今も捨て石です。その怒りと悔しさが伝わってきました。沖縄の問題は沖縄だけの問題ではなく、日本海側最大の空自を持つ小松基地にも大きく影響してきます。今こそ「教え子を再び戦場に送るな」と訴えたいと思いました。何も言わないことは戦争に加担していることであると、沖縄の若者も主張しています。
　3・11大震災と原発事故で時代は一変しました。その中で、教育界は相変わらす、エリート作りに奔走していて視界が狭くなっています。フクシマのお母さん、学生、労働者が「子どもにこんな社会を渡せない」と「子どものために今の社会を変えたい」という思いがかつてない人々を首相官邸前抗議行動へと突き動かしています。フクシマの怒りも沖縄の怒りも命を大切にしない政府への抗議です。そして、今回、歴史的な大会に参加したことは、自分の人生の節目となり、これから「オスプレイ配備阻止」「原発廃炉」という運動の端緒となるようにしていきたいと熱く思いました。
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